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暑い日が続いています。１学期も残りわずかとなりました。校舎南側の花壇

では、マリーゴールドやサルビアなど色とりどりの花がかわいい花を咲かせて、

子どもたちの登校を楽しそうに見守ってくれています。

さて、平成２４年度をスタートさせる始業式にあたって、

子どもたちには、以下の「三つの取り組み」をお願いしました。

１ 元気なあいさつをしよう
あいさつは人と人との気持ちを結び、心を元気にしてくれます。大き

な声で元気なあいさつをしましょう。

２ どうせやるなら全力で取り組もう
うまくできなくても一生懸命取り組む姿は、きらきら輝いていて、見

ている人に感動を与えます。勉強や運動、学校生活の中で何かをやろう

とする時、全力で取り組み、皆さんのきらきら輝いた姿を見せてくださ

い。

３ やさしい言葉の使える人になろう
言葉は心を持っています。みんなが元気になるやさしい言葉をたくさ

ん使いましょう。

そして、４カ月が経過しました。１学期に実施された数々の行事、教育活動

の様子、校外における活動の報告から、学級の協力、助け合う様子、担任の指

示が素早く子どもたちに届いて、学習に落ち着いて取り組む姿など子どもたち

の意欲的な取り組みを感じ取ることができました。多くの事に全力で取り組む、

子どもたちのきらきら輝いた姿のいくつかは、学校だよりの中で紹介しました。

また、異年齢集団での活動、地域の方々やボランティアの皆様との交流を楽

しそうに行う子どもたち。本を熱心に読む子どもたち。登校時に校門で「おは

ようございます。」と、元気いっぱいにあいさつができる子どもたち。日々の

子どもたちの成長ぶりには目を見張るばかりです。

「だいじょうぶ。」や「どうしたの。」という、友だちに優しく声をかける

姿、上級生と下級生が一緒に楽しく遊んでいる姿。下級生をいたわり声をかけ

ながら活動する姿、「ありがとう。」「一緒に、遊ぼう。」など聞いていて元気

になる言葉を使える子どもたちも増えてきました。始業式に子どもたちに話を

したことが、日々の生活の中で実践されているなといつもうれしく思っていま

す。

１学期は大きな成果を収めて終了することができます。保護者の皆様や地域

の皆様のご協力のおかげです。ありがとうございました。今後とも、子どもた

ちの成長に向けてご協力をお願いいたします。



夏休みを迎えるにあたって

もうすぐ夏休み。学校を離れて自分のリズムで動ける夏休みは、子どもたち

にとって、自分のペースで何かにチャレンジする良い機会です。また、夏休み

は、子どもたちにとって、家族との時間が最も長くとれる時期でもあります。

この時期にしかできない事を大切に、暑い夏も元気に過ごして欲しいと思いま

す。

今年の夏休みは、７月２１日（土）から、９月２日（日）までの４４日間で

す。長い休みですので、①交通事故 ②不審者・変質者の出没 ③水の事故等

が心配されます。保護者の皆様、地域の皆様のご協力で、

子どもたちの安全が確保され、始業式には、全員が心と体

にエネルギーをいっぱい蓄えて登校できることを願ってお

ります。ご協力をよろしくお願いいたします。

また、今年も、夏校を実施します。安全に気を付けて進

んで参加するよう声をかけてください。

「学びのすがた」の見方について

今年度から、『学びのすがた』は、パソコンでの記入とさせていただきまし

た。そのため、１学期と２学期は回収せずにそのままのお渡しとなります。３

学期には、今まで同様のお渡しとなります。ご理解とご協力をよろしくお願い

します。

『学びのすがた』は、今まで同様、子どもの成長する姿を、学習と生活の両

面からできるだけ正しく見つめて、よりよい教育の方向を見つけ出すためのひ

とつの記録であることは変わりません。学級の友だちと比較するのではなく、

子ども一人一人のよさや可能性を伸ばすために、学年の学習・行動・特別活動

のめあてについて評価しています。

なお、１年生は他学年と違い、学習や生活について、重点的に指導をしてい

る事柄を評価しています。この方が、１年生の子どもたちにとって、具体的で

わかりやすいと考えたからです。大切なことは、単に「できた」「できない」

ということで一喜一憂するのではなく、子どもたちのがんばりを心から賞賛し、

「もう少し」という評価の場合には、今後、特に力を入れて取り組むよう励ま

していただくことです。大人の適切な一言が、子どもたちの学習意欲を高めて

くれることと思います。

また、今年度も、夏休み中に個人面談が予定されています。どうぞ、１学期

中のお子さんの様子、夏休み中の過ごし方や２学期に向けての取り組みについ

て担任と直接お話しください。担任とお子さんのことについて、ゆっくり話す

機会はなかなか取れないと思いますので、お忙しいとは思いますが、都合をつ

けていただいて、ご協力をよろしくお願いします。

夏休みが子どもたちにとって、有意義な休みとなりますようご協力をよろ

しくお願いします。


